
個別の教育支援計画の例

東京都教育委員会「特別支援学級の教育課程編成の手引」から

特別支援教育コーディネーターについて

特別支援教育コーディネーターとは、各学校における特別支援教育
の推進のため、主に、
・特別支援教育に係る校内委員会・校内研修の企画・運営、
・関係諸機関・学校との連絡・調整、
・保護者からの相談窓口
などの役割を担う教員。校長が指名し、校務分掌に位置付けられる。

（平成26年度配置状況） ８７．４％ （国公私・幼小中高計）

校内支援が必要

学級担任の気付き

校内体制整備

教育相談

（担任、教育相談担当、コー
ディネーター、管理職）

コーディネーター
（調整機能）

保護者

校内委員会
・実態把握、判断、対応策の検討

・専門的判断、対応策の検討等

コーディネーター（相談・調整）

保護者の気付き

学年会等で
の協議

専門家チーム

巡回相談員

学級・学年での配慮・指導

支援体制

※「小・中学校におけるＬＤ（学習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障害）、高機能自閉症の
児童生徒への教育支援体制の整備のためのガイドライン（試案）」（Ｈ１６文部科学省）より作成

＜支援に至るまでの一般的な手順＞



交流及び共同学習について

・障害のある子供たちの経験を広めて積極的な態度を養い、社会性や豊かな人
間性をはぐくむ上で重要な役割を担っている。

・小・中学校の子供たちや地域の人たちが、障害のある子供とその教育に対する
正しい理解と認識を深めるための機会である。

・同じ社会で生きる人間として、互いを正しく理解し、共に助け合い、支え合って生
きていくための基盤づくりとなる重要な活動である。

＜障害のある子供とない子供が活動を共にすることの意義＞

交流及び共同学習とは、

障害のある子どもと障害のない子どもが一緒に参加する活動で
あって、相互のふれ合いを通じて豊かな人間性をはぐくむことを目
的とする交流の側面と、教科等のねらいの達成を目的とする共同
学習の側面の両方を持つもの。

学習指導要領の記載に基づき、特別支援学校と幼・小・中・高等
学校等、特別支援学級と通常の学級のそれぞれの間で行われる。

第4 指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項

２．以上のほか，次の事項に配慮するものとする。

(12)学校がその目的を達成するため，地域や学校の実態等に応じ，家庭や地域の人々の協
力を得るなど家庭や地域社会との連携を深めること。また，小学校間，幼稚園や保育所，中
学校及び特別支援学校などとの間の連携や交流を図るとともに，障害のある幼児児童生徒
との交流及び共同学習や高齢者などとの交流の機会を設けること。

交流及び共同学習について（学習指導要領総則における記述）

第4 指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項

１．各学校においては，次の事項に配慮しながら，学校の創意工夫を生かし，全体として，調
和のとれた具体的な指導計画を作成するものとする。

(6) 学校がその目的を達成するため，地域や学校の実態等に応じ，家庭や地域の人々の協
力を得るなど家庭や地域社会との連携を深めること。また，学校相互の連携や交流を図るこ
とにも努めること。特に，児童又は生徒の経験を広めて積極的な態度を養い，社会性や豊か
な人間性をはぐくむために，学校の教育活動全体を通じて，小学校の児童又は中学校の生
徒などと交流及び共同学習を計画的，組織的に行うとともに，地域の人々などと活動を共に
する機会を積極的に設けること。

●小学校学習指導要領 第1章 総則

●特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 第1章 総則

（幼稚園教育要領、中学校学習指導要領、高等学校学習指導要領にも同趣旨の規定）

（幼稚部教育要領、高等部学習指導要領にも同趣旨の規定。）17



① 計画的、組織的に継続した活動を実施
● 双方の学校同士が十分に連絡を取り合う。
● 指導計画に基づく内容や方法を事前に検討する。
● 一人一人の実態に応じた様々な配慮を行う。

② 二つの側面を分かちがたいものとしてとらえ、推進

● 相互の触れ合いを通じて豊かな人間性をはぐくむことを目的とする交流の側面
● 教科等のねらいの達成を目的とする共同学習の側面

③ 交流及び共同学習の内容の工夫
● 学校行事やクラブ活動、部活動、自然体験活動などを合同で行ったり、文通や作
品の交換、情報通信ネットワークなどを活用してコミュニケーションを深めたりする。
● 児童生徒の障害の状態及び発達の段階や特性等並びに地域や学校の実態に応
じて、地域の様々な人々と活動を共にする機会を増やしていくことについても配慮。

◇留意事項

特別支援学校学習指導要領等の該当ページ
・解説 総則等編幼小中
幼：P99～100、小中：Ｐ183～186

・解説 総則等編 高：Ｐ109～112
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交流及び共同学習について（実施にあたっての留意事項）

（特別支援学校学習指導要領解説 総則等編における記述）

○千葉県総合教育センター「交流及び共同学習実践ガイド」より作成（居住地校交流の例）

特別支援学校の重複学級在籍の４年生。保護者の方は、地域の方に我が子のことを知ってもらいた
いという願いで、幼い頃から小学校の運動会を見学していた経緯もあり、居住地校交流につながった。
交流の実施にあたっては、運動会の応援だけではなく、友だちと共に参加できるよう体育の授業交流
も行うと同時に、聴覚からの情報入手が得意であることを踏まえ、音楽の授業交流も行った。

特別支援学校小学部 居住地小学校

教育課程上の
位置付け

「自立活動」 「体育」「音楽」「図工」

目標
「交流及び
共同学習の

ねらい」

「個別の指導計画」から

・語彙を増やし、それを使って人に要求したり、
人とのかかわりを楽しんだりする等の自己表
現力を養う。

・小学校児童と特別支援学校児童が、同じ活動に
取り組むことにより、同じ地域で暮らす仲間として
理解し合い、共に生きる気持ちを育てる。

打ち合わせ 特別支援学校の担任が小学校へ行き、本人、保護者の要望及び本人の様子を伝えた。以降電話
やFAXで密に連絡をとり、保護者との連携も深める。

事前の準備 自己紹介カード・「みなさんにおねがい」作成
小学校参観や紹介VTRを視聴する。

自己紹介カードの紹介、掲示で理解を深める。
前年度からの引き継ぎ資料も活用する。

交流及び共同
学習の実践例

「音楽」・・・歌や手作り楽器で授業参加。 「図工」・・・紙や糊を使い友だちと作品を作る。
「体育」・・・運動会練習を通して当日の見通しと大きな集団でも力を発揮できるようにする。

「運動会」・・・綱引き、踊り、応援に参加。好きな音楽の力を発揮し、応援歌を歌う。

成果 ○ 交流２年目、学期に２回の継続した活動で、小学校の児童や環境になじみ笑顔が増えた。
○ 授業や行事での交流及び共同学習を通し、交流や相互理解につながり、かかわる場面も増えた。
○ 学校と保護者とのきめ細やかな連絡調整で、連携が強化した。

-21-

交流及び共同学習の例
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各教科等における障害に応じた配慮事項について（検討例）

（小学校学習指導要領解説）
総則編

■ の配慮の例を示す。

：体育科におけるボール運動の指導、
理科等における観察・実験の指導

：国語科における音読の指
導、音楽科における歌唱の指導

：体育科における実技の指導、
家庭科における実習

：国語科における書き取

り、算数科における筆算や暗算の指導
：

話して伝えるだけでなく、メモや絵など
を付加する指導 など

これまでの示し方

小学校学習指導要領 総則
個々の児童の障害の状態等に応じた指導内容や

指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。

（小学校学習指導要領解説）
総則編における障害種の特性に関する記述に加え、

各教科等編において

■ 学習の過程で考えられる ごとに示す。

【困難さの例】 ※教科等の特性に応じて例示

≪情報入力≫ ≪情報のイメージ化≫

など

など

≪情報統合≫

など

≪情報処理≫

など
※1：一度見たり聞いたりして短い時間の間憶えること
※2：1つ1つ順々に問題を処理していくこと

≪表出・表現≫

など

改善の方向性

小学校学習指導要領 総則
各教科等

■ 総則に加え、 。

平成 2 7 年 1 2 月 2 2 日
総則・評価特別部会

資料２－２

＜平成27年12月16日
教 育 課 程 部 会
特 別 支 援 教 育 部
(第３回）資料４－２＞

幼稚園における障害に応じた配慮事項について（検討例）

（幼稚園教育要領解説）
■ の配慮の例を示す。

：弱視の幼児がぬり絵をするときには
輪郭を太くするなどの工夫
：絵本を読むときには教師が近くに座
るようにして声がよく聞こえるように
する

：興味や関心をもって進んで体
を動かそうとする気持ちがもてるよう
に工夫 など

これまでの示し方

幼稚園教育要領
個々の幼児の障害の状態などに応じた指導内容や指

導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。

（幼稚園教育要領解説）
■ 幼児の活動を通じて考えられる ごと
に示す。

【困難さの例】
≪情報入力≫ ≪情報のイメージ化≫

など

など

≪情報統合≫

など

≪情報処理≫

など
※1：一度見たり聞いたりして短い時間の間憶えること
※2：1つ1つ順々に問題を処理していくこと

≪表出・表現≫

など

改善の方向性

幼稚園教育要領
※「論点整理」における「幼稚園における特別支援
教育」の改訂の具体的な方向性を踏まえ検討。

※ 上記の困難さの例は、小学校の例を参考に作成したものであり、幼稚園
において実際に示す場合は、幼児期の特性に応じた、困難さの例を検討。19



※中学校、高等学校については今後整理予定

【配慮の考え方、配慮の例の示し方】
（ の例）
● には、自分がどこを読むのかが分かるよう、
教科書の文を指で押さえながら読むよう促したり、行間を空けるための拡大コピーをしたり、
語のまとまりや区切りが分かるように分かち書きをしたり、読む部分だけが見える自助具（ス
リット等）を活用したりするなどの配慮をする。

● には、
児童がどのように考えればよいのかわかるように、考える項目や手順を示したプリントを準備
したり、一度音声で表現させたり、実際にその場面を演じさせたりしてから書かせたりするな
どの配慮をする。

● には、児童
が身近に考えられる主人公の物語や生活経験に近い教材を活用し、行動や会話文に気持ちが込
められていることに気付かせたり、気持ちの移り変わりがわかる文章のキーワードを示したり、
気持ちの変化を図や矢印など視覚的にわかるようにしてから言葉で表現させたりするなどの配
慮をする。

●
には、紙やホワイトボードに書いたものを提示させたり、ＩＣＴ機器を

活用して発表させたりするなど、児童の表現を支援するための多様な手立てを工夫し、自分の
考えを持つこと、表すことに対する自信を持つことができるような配慮をする。

【困難さの状態】：視覚、言語理解など 【配慮の意図】

■ 資質・能力の育成、各教科等の目標の実現を目指し、
児童生徒の十分な学びが実現できるよう、
学習の過程で考えられる に対する ＋ の例を示す。
（安易な学習内容の変更や学習活動の代替にならないよう、教員が配慮の意図を持つ必要）

【手立て】：
見えにくさに応じた情報保障

具体的イメージなど

注意のコントロールなど

心の理論など

（ の例）
● は、正しい位置に印が付けやすいように、罫
線の色を変更したり、マス目を大きくしたり、マーカーの色を変更したりするなどの配慮をす
る。

●
は、児童がイメージを持つことができるよう、児童の興味・関心や生活経験に

関連の深い題材を取り上げる、既習の言葉や分かる言葉に置き換えるなどの配慮をする。

● 、
計算のきまりを理解させるために、計算の順番を示した手順書を手元に置かせたり、式を分解
してそれぞれを計算させ、混合式との比較をさせるなどの工夫を行う。

● 、目的に応じたグラフの表し方があるこ
とを理解するために、同じデータについての縦軸の幅を変えたり、読みやすさや読みにくさを
強調したグラフを見比べるなどの活動を通して、よりよい表し方に気付かせる配慮をする。

視知覚（位置）など

実際的イメージなど

継次処理など

視覚記憶、同時処理など

（ の例）
● には、目の機
能の問題から困難さが生じている場合があることから、読み取りやすくなるように、地図を拡
大したり、見る範囲を限定したり、地図に掲載されている情報を削ったりするなどの配慮をす
る。

● 他者との関わりを持つことが難しく、国会など議会政治などの動きに興味が持てない場合
には、社会的事象への興味・関心を高めるため、社会の動きと身近な生活がつながっていること
を実感できるよう、社会的事象と自分たちの生活との関わりを考える問題解決的な学習の工夫や、
特別活動における児童会活動との関連づけなどを通じて、実際的な体験の機会を取り入れ、学習
活動の順序を分かりやすく説明し安心して学習できるよう配慮をする。

視知覚、空間認知など

具体的イメージ、心の理論など
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（ の例）
●

には、学習の見通しが持てるよう、実験の手順や
方法を視覚的に表したプリント等を掲示したり、配付したりするなどの配慮をする。また、

には、教師の目の届
く場所で活動できるようにするなどの配慮をする。

●
には、変化に着目し、理解することができるよう、観察するポイントを示し

たり、雲の変化を短時間にまとめたICT教材を活用したりするなどの配慮をする。

実際的イメージ、経時処理など

注意のコントロール
（多動性）など

（ の例）
●
は、音楽的な特徴をとらえやすくできるよう、音楽に合わせて一緒に拍を打ったり体を動かし
たり、音楽的な特徴を視覚化するなどの配慮をする。

聴知覚、聴覚記憶など

（ の例）
● には、そ
の意味を理解できるように、言葉だけでなく、実際に体験するなど、活動する中で場面に応じ
た指導を段階的に行う。

体験不足、心の理論、注意のコントロールなど

視知覚、図と地の弁別、
視覚記憶、時間把握など

（ の例）
●

は、生活の中で起こりうることをパターン化して繰り返し具体的に指導するなどの配慮を
する。また、実際に買物するなど生活で実践できるよう家庭と連携を図る必要がある。

前庭覚、継次処理、身振り

（ の例）
● 、造形的な特徴を詳しく捉えるように
するために、言語化するなどの配慮をする。

● や、
には、表現している部分と全体の関係をつ

かみ、活動の見通しを持つことができるよう、作品を離して見せるなどの配慮をする。

●
、形や色、動きや奥行きなどの造形的な特徴を捉えやすくするため、写真

などの平面に置き換えて見ることのできるツールの活用や、ライトなどにより明暗を明確にす
るなどの配慮をする。

視知覚（形）など

スモールステップなど 図と地の分別など

空間把握など

実際的イメージ、選択決定など
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（ の例）
● には、極度の不器用さ
や動きを組み立てることに苦手さがあることが考えられることから、動きを細分化して指導し
たり、適切に動きを補助しながら行うなどの配慮をする。

● には、活動の見通
しが持てなかったり、考えたことや思ったことをすぐ行動に移してしまったりすることがある
ことから、活動の見通しを立ててから活動させたり、勝った時や負けた時の表現の仕方を事前
に確認したりするなどの配慮をする。

前庭覚、継次処理、身振りなど

注意のコントロール（固執性）など

（ の例）
● には、他者の心情を理解
するために、役割を交代して動作化や劇化した指導を取り入れる。

●
、注意が持続できるよう、適度な時間で活動を切

り替えるなどの配慮をする。また、他の児童からも許容してもらえるような雰囲気のある、学
級づくりにも配慮する。

体験不足、心の理論など

注意のコントロール（多動性）など

（ の例）
● 、外国語の音声（音韻）やリズムと日本語との違い
に気付くことができるよう、音声を文字で書いて見せる、リズムやイントネーションを記号
や色線で示す、指導者が手拍子を打つ、音の高低を手を上下に動かして表すなどの配慮をす
る。また、活動の流れがわかるように、本時の活動の流れを黒板に記載しておく。

聴知覚、聴覚記憶など

（ の例）
● には、注意や集中のコントロールが難しかっ
たり情報処理に偏りがあったりすることから、作業を確認しながら取り組むことができるよう、
まとめる手順や調べ方、調べる内容、着目する点などを具体的に例示するなどの配慮をする。

スモールステップ、継次処理、短期記憶、言語化など

（ の例）
●

、見通しが持てるよう、行事のねらいや活動の内容、行動の仕方などにつ
いて、事前指導をしっかりと行うなどの配慮をする。

見通しのもちにくさ、状況把握など

の例
● 、具体的な経験を豊かにできるよう、安全な場で自分か
ら積極的に体を動かし、いろいろな運動の楽しさを知り、活発に活動できるようにしたり、手
を使っていろいろな物を観察したり、作ったりできるよう配慮をする。

● 、様々な経験を通して、言葉の習得及び概念の
形成ができるよう、単に名称のみの理解にとどまらないようにし、人や物の性質、属性などを
含めて考えたり、他の人や物と比較して違いを考えたりすることを取り入れるよう配慮をする。

● 、幼児が自ら環境と関わり、主体的な活動ができるよう、遊
具や用具などを工夫したり、必要に応じて補助用具等の活用を図るなどの配慮をする。

視覚、体験不足、空間把握など

聴覚、具体的イメージ、言語理解など

体験不足、空間把握など
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現
状
と
制
度
化
の
意
義

◯
中
学
校
で
通
級
に
よ
る
指
導
（
※
１
）
を
受
け
て
い
る
生
徒
数
は
年
々
増
加
（
H
5
：
2
9
6
人
→
H
2
6
：
8
,3
8
6
人
（
約
2
8
倍
）
）
。
他
方
、
高
等
学
校
で
は
、

こ
れ
ら
生
徒
等
に
対
す
る
指
導
・
支
援
は
、
通
常
の
授
業
の
範
囲
内
で
の
配
慮
や
学
校
設
定
教
科
・
科
目
等
に
よ
り
実
施
。

○
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
」
の
理
念
も
踏
ま
え
、
高
等
学
校
が
適
切
に
特
別
支
援
教
育
を
実
施
（
※
２
）
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
高
等
学
校
に
お

い
て
も
、
障
害
に
応
じ
た
特
別
の
指
導
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
必
要
。

（
※
１
）
大
部
分
の
授
業
を
通
常
学
級
で
受
け
な
が
ら
、
週
に
１
～
８
単
位
時
間
程
度
、
障
害
に
よ
る
困
難
を
改
善
・
克
服
す
る
た
め
の
特
別
の
指
導
を
別
室
等
で
受
け
る
形
態

制
度
設
計
の
在
り
方

（
※
２
）
高
等
学
校
に
お
い
て
も
、
障
害
の
あ
る
生
徒
に
対
し
、
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
克
服
す
る
た
め
の
教
育
を
行
う
旨
が
規
定
（
学
教
法
）

教
育
課
程
上

の
位
置
付
け

通
常
の
教
育
課
程
に
障
害
に
応
じ
た
特
別
の
指
導
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
。
（
学
習
指
導
要
領
へ
の
位
置
付
け
、
単
位
認
定
・
学

習
評
価
の
在
り
方
、
高
等
学
校
教
育
の
共
通
性
と
多
様
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
た
単
位
数
の
在
り
方
（
必
履
修
教
科
・
科
目
、
卒
業
要
件
単
位
数
と
の
関
係

等
）
と
い
っ
た
論
点
に
つ
い
て
、
中
教
審
に
お
け
る
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
議
論
の
中
で
更
に
検
討
）

指
導
の
対
象

対
象
と
な
る
障
害
種
は
、
小
中
学
校
に
お
け
る
通
級
に
よ
る
指
導
の
対
象
（
※
３
）
と
同
一
と
す
る
こ
と
が
適
当
。

指
導
内
容

指
導
の
内
容
は
、
障
害
の
あ
る
生
徒
が
自
立
と
社
会
参
加
を
目
指
し
、
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
主
体
的
に
改
善
・
克
服
す
る

た
め
の
指
導
（
特
別
支
援
学
校
の
自
立
活
動
に
相
当
）
と
す
る
。

指
導
形
態

自
校
通
級
（
通
学
の
負
担
が
な
い
、
担
当
教
員
に
相
談
し
や
す
い
、
他
教
員
と
の
連
携
が
取
り
や
す
い
）
、
他
校
通
級
（
グ
ル
ー
プ
指
導
が
実
施

し
や
す
い
、
生
徒
の
自
尊
感
情
に
配
慮
で
き
る
）
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
や
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
、
効
果
的
な
実
施
形
態
を
選
択
。

判
断
手
続
き

等
①
学
校
説
明
会
等
で
の
説
明
、
②
生
徒
に
関
す
る
情
報
収
集
・
行
動
場
面
の
観
察
、
③
生
徒
・
保
護
者
へ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
④
校
内
委
員
会
等
で

の
検
討
、
⑤
教
育
委
員
会
に
よ
る
支
援
、
⑥
生
徒
・
保
護
者
と
の
合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
等
を
参
考
に
、
学
校
・
地
域
の
実
態
も
踏
ま
え
実
施
。

担
当
教
員
に

必
要
な
資
格

高
等
学
校
教
諭
免
許
状
を
有
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
知
識
を
有
し
、
障
害
の
状
態
の
改
善
又
は
克
服
を
目
的
と
す
る
指

導
に
専
門
性
や
経
験
を
有
す
る
教
員
（
特
定
の
教
科
の
免
許
状
を
保
有
す
る
必
要
は
な
い
）
。

（
※
３
）
言
語
障
害
、
自
閉
症
、
情
緒
障
害
、
弱
視
、
難
聴
、
LD
、
A
D
H
D
、
肢
体
不
自
由
、
病
弱
及
び
身
体
虚
弱

制
度
化
に
当
た
っ
て
の
充
実
方
策

◯
基
本
的
な
考
え
方
は
小
中
学
校
と
同
様
と
し
つ
つ
、
①
教
育
課
程
の
編
成
、
②
単
位
に
よ
る
履
修
・
修
得
、
卒
業
認
定
制
度
、
③
必
履
修
教
科
・
科
目
等
、
④
全

日
制
、
定
時
制
及
び
通
信
制
、
と
い
っ
た
高
等
学
校
に
お
け
る
教
育
の
特
徴
を
十
分
に
踏
ま
え
て
制
度
を
設
計
す
る
必
要
。

○
国
は
、
必
要
な
教
員
定
数
の
加
配
措
置
や
教
員
の
専
門
性
の
向
上
、
施
設
整
備
の
参
考
と
な
る
指
針
の
提
示
等
の
方
策
を
実
施
す
る
必
要
。

○
教
育
委
員
会
は
、
教
育
支
援
委
員
会
・
専
門
家
チ
ー
ム
の
活
用
に
よ
る
支
援
体
制
強
化
や
、
中
学
校
か
ら
の
迅
速
な
引
継
ぎ
・
連
携
体
制
の
構
築
に
努
め
る
必
要
。

○
高
等
学
校
は
、
学
校
全
体
と
し
て
特
別
支
援
教
育
に
取
り
組
む
体
制
や
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
等
に
努
め
る
必
要
。

高
等
学
校
に
お
け
る
通
級
に
よ
る
指
導
の
制
度
化
及
び
充
実
方
策
に
つ
い
て
（
報
告
（
案
）
）
概
要

-1
-

資
料
２
－
１
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高
等
学
校
に
お
け
る
通
級
に
よ
る
指
導
の
導
入
に
向
け
た
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

国

指
導
内
容
の

研
究
・
開
発

27
年
度

29
年
度

30
年
度

31
年
度

32
年
度

全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

教
育
委
員
会

実
施
校
の
決
定

実
施
校
の
決
定

域
内
の
実
態
把
握

→
 実
施
校
検
討

学
校

※
関
係
校
の
例

募
集
案
内
・
学
校
説

明
会
等
で
の
周
知

意
向
確
認
（
教
育
委
員
会
と
連
携
）

28
年
度

報
告

ま
と
め

制
度
設
計

→
 

制
度
の
運
用
開
始

→
継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

モ
デ
ル
事
業
の
実
施
／
モ
デ
ル
事
例
集
の
作
成
・
普
及

グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
収
集
発
信
／
課
題
等
へ
の
対
応
方
策
実
施

教
員
の
専
門
性

の
向
上

「
指
導
の
手
引
き
」
の
改
訂

中
核
的
教
員
・
通
級
指
導
担
当
教
員
の
育
成
研
修

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討

指
導
内
容
検
討

教
育
委
員
会
・
学
校
現
場
等
へ
の
周
知

→
必
要
に
応
じ
て
更
な
る
改
訂

専
門
性
向
上
の
た
め
の
事
業
実
施

制
度
設
計
を
踏
ま
え
た
内
容
の
改
善

環
境
整
備

関
係
省
庁
と
の
協
議

→
中
核
的
教
員
・
通
級
指
導
担
当
教
員
の
配
置

教
職
員
配
置
の
規
模
の
検
討

モ
デ
ル
事
例
分
析

校
内
体
制
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
普
及

グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
収
集
発
信

学
校
へ
の

支
援
体
制
構
築

実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
追
加
の
実
施
校
等
の
検
討

→
決
定

中
核
的
教
員
の
候
補
検
討

育
成
研
修
の
実
施

中
核
的
教
員
に
よ
る
普
及
／
通
級
指
導
担
当
教
員
の
育
成
研
修

専
門
家
チ
ー
ム
・
教
育
支
援
委
員
会
の
体
制
強
化
等

専
門
家
チ
ー
ム
・
教
育
支
援
委
員
会
等
に
よ
る
助
言
・
支
援

実
施
準
備

ガ
イ
ダ
ン
ス

→
 校
内
委
員
会
等
で
検
討

→
 対
象
者
決
定

→
 実
施

校
内
体
制

の
整
備

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、

組
織
的
に
取
組
を
推
進

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
名
、
担
当
教
員
の
決
定

校
内
委
員
会
の
設
置
／
指
導
場
所
の
確
保

各
教
職
員
の
意
識
啓
発
／
校
内
・
関
係
機
関
の
連
携
強
化

-2
-

指
導
内
容
の
普
及

条
件
整
備
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自
立
活
動
の
改
善
・
充
実
の
方
向
性
（
検
討
素
案
）

特
別
支
援
学
校
等
を
取
り
巻
く
現
状

■
高
等
部
生
徒
数
の
増
加

■
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
数
の
増
加

■
障
害
の
状
態
の
多
様
化
（
重
度
･
重
複
を
含
む
）

成
果

と
課

題

［
成
果
］

◆
新
区
分
「
人
間
関
係
の
形
成
」
が
設
け
ら
れ
、
重
度
・
重
複
障
害
や
自
閉
症
を
含
む
多
様
な
障

害
に
応
じ
た
指
導
が
、
学
校
教
育
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
展
開

◆
解
説
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｆ
に
よ
る
障
害
の
捉
え
方
」
が
示
さ
れ
た
り
、
幼
児
児
童
生
徒
の
自
立
と
社
会

参
加
に
向
け
た
ア
シ
ス
テ
ィ
ブ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
に
よ
り
、
自
己
の
力
を
可
能
な
限
り

発
揮
す
る
た
め
の
代
行
手
段
や
補
助
的
手
段
を
活
用
し
た
指
導
が
充
実

◆
幼
児
児
童
生
徒
が
発
達
の
進
ん
で
い
る
側
面
を
積
極
的
に
伸
ば
そ
う
と
す
る
態
度
が
育
成
な
ど

［
課
題
］
一
部
に

◆
社
会
に
出
て
か
ら
も
、
自
己
理
解
し
、
得
意
不
得
意
を
伝
え
る
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
り
、
進
路

先
で
人
間
関
係
を
築
く
力
な
ど
が
十
分
に
育
っ
て
い
な
い
と
の
課
題
が
指
摘

◆
現
在
の
実
態
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
い
、
将
来
を
考
え
て
指
導
を
組
み
立
て
る
視
点
の
弱
さ

◆
実
態
把
握
か
ら
導
か
れ
た
指
導
目
標
と
到
達
状
況
の
乖
離

◆
幼
児
児
童
生
徒
自
身
が
、
前
の
学
び
か
ら
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
る
か
、
よ
り
深
い
学
び
に

向
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
主
体
的
に
捉
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
学
習
評
価
の
在
り
方

◆
各
教
科
等
に
お
け
る
自
立
活
動
と
関
連
を
図
っ
た
指
導
が
十
分
で
な
い

な
ど

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力

発
達
段
階
を
踏
ま
え
た
自
立
活
動
の

内
容
の
改
善
・
充
実

（
例
）

・
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
三
つ
の

柱
に
沿
っ
た
内
容
の
整
理

・
自
己
の
理
解
や
感
情
を
高
め
る
よ
う
な

内
容
の
整
理

・
主
体
的
に
学
ぶ
意
欲
の
一
層
の
伸
長 な
ど

実
態
把
握
、
指
導
目
標
の
設
定
、
項

目
の
選
定
、
具
体
的
な
指
導
内
容
の

設
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
結
ぶ
要
点

を
わ
か
り
や
す
く
記
述

（
例
）

・
収
集
し
た
情
報
の
整
理

・
困
難
さ
の
背
景
に
着
目
し
た
指
導
課

題
の
関
係
性
等
の
整
理

・
優
先
す
る
指
導
目
標
の
明
確
化
な
ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立

自
立
活
動
に
お
け
る
多
様
な
評
価

方
法
を
わ
か
り
や
す
く
記
述

（
例
）

・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価

・
自
己
評
価

な
ど

20
16

/3
/1

1

特
別
支
援
学
校
の
目
的

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
又
は
高
等
学
校
に
準
ず
る
教
育
を
施
す
と
と
も
に
、
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の

困
難
を
克
服
し
自
立
を
図
る
た
め
に
必
要
な
知
識
技
能
を
授
け
る

自
立
活
動
の
目
標

個
々
の
児
童
又
は
生
徒
が
自
立
を
目
指
し
、
障
害
の
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
主
体
的
に
改
善
・
克
服
す
る

た
め
に
必
要
な
知
識
、
技
能
、
態
度
及
び
習
慣
を
養
い
、
も
っ
て
心
身
の
調
和
的
発
達
の
基
盤
を
養
う
。

目
的

と
目

標

平
成
２
８
年
１
月
２
０
日

教
育
課
程
部
会

特
別
支
援
教
育
部
会

（
第
５
回
）

資
料
５

改
善
・
充
実
の
方
向
性

主 体 的 に 改 善 ・ 克主 体 的 に 改 善 ・ 克

服 し よ う と す る 取

組 の 充 実

指 導 目 標 具 体 的 な指 導 目 標 、 具 体 的 な

指 導 内 容 の 設 定 等

の 示 し 方 の 改 善

自
立
活
動
が
教
科
等
の
学
習
を
支
え
る
役
割

教
科
等
の

学
習

教
科
等
の

学
習

小
・
中
・
高
等
学
校

通
級
に
よ
る
指
導
、
特
別
支
援
学
級

■
児
童
生
徒
数
の
増
加

→
「
自
立
活
動
」
を
行
う
場
の
拡
大

■
高
等
学
校
（
モ
デ
ル
事
業
）

個
別
の
知
識
・
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

（
知
っ
て
い
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
）

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
か
か
わ
る
も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

健
康
の

保
持

心
理
的

な
安
定

人
間
関
係

の
形
成

環
境
の

把
握

身
体
の

動
き

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

評 価 と 指 導評 価 と 指 導

の 一 体 化 の

一 層 推 進

育
成
す
べ
き
資
質
・

能
力
の
た
め
に
重
視

す
べ
き
学
習
過
程
等

の
例
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現
行
の
指
導
内
容

の
構
成

個
別
の
知
識
や
技
能

何
を
知
っ
て
い
る
か
、

何
が
で
き
る
か

思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等

知
っ
て
い
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と

を
ど
う
使
う
か

学
び
に
向
か
う
力
、

人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ

り
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
に

向
け
て
重
視
す
べ
き

学
習
過
程
等
の
例
（
＊
）

高 等 部 社 会

「
集
団
生
活
と
役
割
・
責
任
」

「
き
ま
り
」

「
公
共
施
設
」

「
社
会
的
事
象
」

「
我
が
国
の
地
理
・
歴
史
」

「
外
国
の
様
子
」

・
社
会
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
知

識
・
技
能

・
社
会
の
習
慣
、
生
活
に
関
係
の
深

い
法
制
度

・
社
会
的
事
象
や
情
報
メ
デ
ィ
ア

・
地
図
や
各
種
の
資
料
の
活
用

・
社
会
の
変
化
や
伝
統

・
外
国
の
生
活
の
様
子
や
世
界
の
出

来
事
な
ど
の
理
解

・
社
会
的
事
象
に
関
心
を
も
ち
、

社
会
一
般
の
出
来
事
と
自
分
の

生
活
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、

考
え
、
判
断
し
た
り
、
説
明
し

た
り
す
る
力

・
個
人
と
社
会
の
関
係
が
分
か
り
、

社
会
の
一
員
と
し
て
役
割
を
果

た
し
て
い
く
力

・
風
土
等
の
違
い
に
気
が
つ
い
た

り
、
外
国
の
様
子
な
ど
の
情
報

を
利
用
し
た
り
す
る
力

・
主
体
的
に
生
き
る
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚

・
地
域
社
会
や
国
家
の
発
展
に

貢
献
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、
社

会
奉
仕
に
取
り
組
む
意
欲
や
態

度

［
習
得
］

・
中
学
部
社
会
科
と
関
連
付
け
た
学
習

・
興
味
・
関
心
を
伴
う
動
機
付
け

［
活
用
］

・
体
験
的
な
学
習

・
社
会
生
活
と
結
び
つ
い
た
実
際
的
・

体
験
的
な
学
習

［
探
究
］

・
班
や
グ
ル
ー
プ
で
の
討
議

・
実
際
的
・
体
験
的
学
習

・
学
習
の
振
り
返
り
と

自
ら
の
学
習
目
標
の
設
定

中 学 部 社 会

「
集
団
生
活
と
き
ま
り
」

「
公
共
施
設
」

「
社
会
の
出
来
事
」

「
地
域
の
様
子
や
社
会
の
変
化
」

「
外
国
の
様
子
」

・
学
校
、
地
域
な
ど
で
充
実
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・

技
能

・
学
校
、
地
域
社
会
で
の
き
ま
り

・
社
会
の
出
来
事
や
情
報
メ
デ
ィ
ア

へ
の
関
心

・
地
域
の
様
子
や
社
会
の
移
り
変
わ

り
に
つ
い
て
の
理
解

・
外
国
の
様
子
や
世
界
の
出
来
事
へ

の
関
心

・
学
校
や
地
域
社
会
の
中
で
の
役

割
に
気
が
つ
き
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
考
え
た
り
、
判
断
し

よ
う
と
す
る
力

・
体
験
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
様
々

な
社
会
の
動
き
や
地
域
社
会
の

出
来
事
な
ど
に
関
心
を
も
ち
、

説
明
し
よ
う
と
す
る
力

・
地
域
や
人
々
の
生
活
の
様
子
の

違
い
に
つ
い
て
気
が
つ
く
力

・
集
団
生
活
の
中
で
役
割
を
果

た
そ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度

・
地
域
生
活
を
豊
に
し
よ
う
と

す
る
態
度

・
地
域
の
一
員
と
し
て
、
主
体

的
に
取
り
組
む
意
欲
や
態
度

［
習
得
］

・
小
学
部
生
活
科
や
日
常
生
活
の
指
導

と
関
連
付
け
た
学
習

・
興
味
・
関
心
を
伴
う
動
機
付
け

［
活
用
］

・
地
域
生
活
に
即
し
た
体
験
的
学
習

・
定
着
に
向
け
た
繰
り
か
え
し
学
習

・
段
階
的
な
学
習

［
探
究
］

・
実
際
的
・
体
験
的
学
習

・
学
習
の
振
り
返
り
と
次
の
学
習
目
標

設
定

小 学 部 生 活

「
基
本
的
生
活
習
慣
」

「
健
康
・
安
全
」
「
遊
び
」

「
交
際
」
「
役
割
」

「
手
伝
い
・
仕
事
」
「
き
ま
り
」

「
日
課
・
予
定
」
「
金
銭
」

「
自
然
」
「
社
会
の
仕
組
み
」

「
公
共
施
設
」

・
日
常
生
活
の
基
本
的
な
習
慣
や
集

団
生
活
へ
の
参
加
に
必
要
な
基
礎

的
な
知
識
・
技
能

・
日
常
生
活
で
の
簡
単
な
き
ま
り
や

マ
ナ
ー

・
家
庭
や
住
ん
で
い
る
地
域
の
様
子

に
つ
い
て
知
る

・
公
共
施
設
の
働
き
に
つ
い
て
知
る

・
日
常
生
活
の
き
ま
り
や
マ
ナ
ー

を
主
体
的
に
守
ろ
う
と
す
る
力

・
身
近
な
社
会
や
自
然
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、
関
心
を
も
つ
力

・
学
校
生
活
や
家
庭
生
活
な
ど
の

生
活
に
必
要
な
基
礎
的
な
力

・
日
常
生
活
の
基
本
的
な
習
慣

を
身
に
付
け
な
が
ら
、
集
団
生

活
を
す
る
上
で
の
意
欲
や
態
度

・
自
分
と
身
近
な
社
会
や
自
然

と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
関
心

を
深
め
て
い
く
た
め
の
意
欲

［
習
得
］

・
興
味
・
関
心
を
伴
う
動
機
付
け

・
生
活
場
面
に
即
し
た
学
習

［
活
用
］

・
習
得
と
定
着
に
向
け
た
段
階
的
学
習

・
他
教
科
と
の
関
連
付
け
た
学
習

・
広
範
囲
な
体
験
的
な
活
動

・
柔
軟
な
学
習
の
形
態

・
家
庭
等
と
の
連
携

［
探
究
］

・
次
の
学
習
目
標
に
気
が
付
く

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
と
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
の
各
教
科
の
関
係
等
（
仮
案
）

高
等
部
・
中
学
部
社
会
科
、
小
学
部
生
活
科
の
例

平
成
２
８
年
２
月
２
２
日

教
育
課
程
部
会

特
別
支
援
教
育
部
会

（
第
６
回
）

資
料
７

＊
習
得
→
活
用
→
探
究
と
い
う
一
方
向
の
学
習
過
程
で
は
な
く
，
３
つ
の
学
習
過
程
が
相
互
に
関
連
し
な
が
ら
学
習
を
深
め
て
い
く

（
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
「
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
た
教
育
課
程
編
成
の
在
り
方
」
の
研
究
経
過
か
ら
、
２
０
１
６
）
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（
例
）
中
学
部
・
高
等
部
社
会
科
で
充
実
が
必
要
な
内
容
（
調
整
中
）

★
政
治
的
主
体
、
経
済
的
主
体
、
法
的
主
体
と
な
る
こ
と

★
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
踏
ま
え
た
、
我
が
国
及
び
外
国
の
歴
史
や
生
活
・
文
化
の
理
解
等

★
中
学
部
の
段
階
に
つ
い
て
、
小
学
部
の
段
階
と
高
等
部
の
段
階
と
重
な
り
合
う
内
容
を

設
定
し
、
各
学
部
段
階
、
各
学
校
段
階
に
応
じ
た
学
習
内
容
を
設
定
し
、
学
部
間
等
の

円
滑
な
接
続
を
図
る
こ
と

な
ど

知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
た
め
の
各
教
科
の
改
善
・
充
実
の
方
向
性
（
検
討
素
案
）

【 内 容 の 例 】

■
生
活
の
課
題
に
沿
っ
た
多
様
な
生
活
経
験
を
通
し
て
、

学
ぶ
こ
と
の
目
的
や
自
分
に
と
っ
て
の
「
意
味
」
や

「
関
連
性
」
を
つ
か
み
、
学
習
へ
の
関
心
・
意
欲
が

高
ま
っ
て
い
る
。

■
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
を
行
う
場
合
、
各
教
科

の
目
標
・
内
容
を
関
連
づ
け
た
指
導
及
び
評
価
の
在

り
方
が
曖
昧
に
な
り
や
す
く
、
学
習
指
導
の
改
善
に

十
分
に
生
か
し
に
く
い
。

■
特
別
支
援
学
級
（
小
・
中
学
校
）
に
お
い
て
、
一
部

又
は
全
部
を
、
特
別
支
援
学
校
（
知
的
障
害
）
の
各

教
科
に
替
え
て
指
導
す
る
場
合
の
教
育
課
程
編
成
上

の
留
意
点
が
わ
か
り
に
く
い
。

■
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
進
展
を

踏
ま
え
、
連
続
性
の
あ
る
「
多
様
な
学
び
の
場
」
に

お
け
る
児
童
生
徒
の
十
分
な
学
び
を
確
保
し
て
い
く

観
点
か
ら
、
小
・
中
・
高
等
学
校
と
特
別
支
援
学
校

（
知
的
障
害
）
の
各
教
科
の
関
連
性
の
整
理
、
教
育

課
程
の
円
滑
な
接
続
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

※ 今 後 、 小 ・ 中 ・ 高 校 の 各 教 科 等 の 改 善 ・ 充 実 の 方 向 性 を 踏 ま え 具 体 的 に 検 討

改
善
・
充
実
の
方
向
性

知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
た
め
の

知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
た
め
の

各
教
科
の
意
義

成
果
と
課
題

平
成
２
８
年
２
月
２
２
日

教
育
課
程
部
会

特
別
支
援
教
育
部
会

（
第
６
回
）

資
料
８

■
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
学
習
上
の
特
性
（
学

習
に
よ
っ
て
知
識
や
技
能
が
断
片
的
に
な
り
や
す
く
、

実
際
の
生
活
の
場
で
応
用
さ
れ
に
く
い
こ
と
な
ど
）

を
踏
ま
え
た
内
容
で
構
成
。

■
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
の
障
害
の
程
度
な
ど
に
応
じ

た
教
育
課
程
が
編
成
で
き
る
よ
う
、
学
習
指
導
要
領

に
お
い
て
は
、
段
階
別
に
、
各
教
科
の
目
標
及
び
内

容
を
大
綱
的
に
示
し
て
い
る
。

■
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
、
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指

導
を
行
い
、
児
童
生
徒
が
自
立
し
社
会
参
加
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
や
技
能
、
態
度
な
ど
を
身
に
付
け

る
た
め
の
指
導
の
形
態
が
採
用
で
き
る
。

■
特
別
支
援
学
級
（
小
・
中
学
校
）
に
お
け
る
取
扱
い
、

小
・
中
・
高
等
学
校
の
各
教
科
と
の
関
連
の
可
視
化
な
ど

■
観
点
別
学
習
状
況
評
価
の
導
入
と
多
様
な
評
価
方
法
の
活
用

■
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
が
質
の
高
い
深
い
学
び
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
な
指
導
方
法
の
充
実

■
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
各
教
科
の
内
容
や
構
成
の
充
実

■
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
と
の
関
連
を
踏
ま
え
た
各
教
科
の
目
標
の
見
直
し

（
例
）
社
会
科
（
高
等
部
）

育
成
す
べ
き

資
質
・
能
力

の
三
つ
の
柱

知
識
・
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
、

何
が
で
き
る
か
）

思
考
・
判
断
・
表
現

（
知
っ
て
い
る
こ
と
、
で

き
る
こ
と
を
ど
う
使
う

か
）

学
び
に
向
か
う
力
、

人
間
性
等

（
ど
の
よ
う
に
社
会
・

世
界
と
関
わ
り
、
よ
り

よ
い
人
生
を
送
る
か
）

社
会
科
で

育
成
す
べ
き

資
質
・
能
力

（
仮
案
）

・
社
会
生
活
を
営
む
上
で

必
要
な
知
識
・
技
能
の

習
得

・
生
活
に
関
係
の
深
い
法

制
度

等

・
社
会
的
事
象
に
関
心
も
ち
、

社
会
一
般
の
出
来
事
と
自
分

の
生
活
と
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
考
え
、
判
断
し
た
り
、

説
明
し
た
り
す
る
力

等

・
主
体
的
に
生
き
る
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

・
社
会
参
画
へ
の
意
欲
や
態

度
等

児 童 生 徒 の 人 間 と し て 調 和 の と れ た 育 成 の 一 層 の 推 進

目
標
構
成
の
見
直
し

【 構 成 の 例 】 例
：
児
童
生
徒
の
学
習
過
程
を
重
視
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
（
習
得
、
活
用
、
探
究
の

学
習
過
程
が
相
互
に
関
連
し
学
習
を
深
め
ら
れ
る
学
習
活
動
の
展
開
な
ど
）

現
行
目
標

社
会
の
様
子
、
働
き
や
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
社
会
生
活

に
必
要
な
基
礎
的
な
能
力
と
態
度
を
育
て
る
。

27



20
16

/3
/1

1

各
教
科

道 徳 科

総 合 的 な 学 習

の 時 間

特 別 活 動

自 立 活 動
国 語

社 会
数 学
理 科
音 楽

美 術
保 健 体 育

職 業 ・ 家 庭

外 国 語 ＊

各
教
科

道 徳 科

特 別 活 動

自 立 活 動
生 活

国 語
算 数
音 楽
図 画 工 作

体 育

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科

道 徳
総 合 的 な 学 習 の

時 間
特 別 活 動

自 立 活 動
国 語
社 会
数 学
理 科
音 楽
美 術
保 健 体 育

職 業
家 庭
外 国 語 ＊

情 報 ＊

特
別
支
援
学
校
中
学
部
（
知
的
障
害
）
の
教
育
課
程

特
別
支
援
学
校
小
学
部
（
知
的
障
害
）
の
教
育
課
程

特
別
支
援
学
校
高
等
部
（
知
的
障
害
）
の
教
育
課
程

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て

開
設
さ
れ
る
各
教
科

家 政
農 業

工 業
流 通 ・

サ ー ビ

ス
福 祉

知
的
障
害
者
で
あ
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
の
各
教
科
は
、
知
的
障
害
の
特
徴
や
学
習
上
の
特
性
等
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒

が
自
立
し
社
会
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
や
技
能
、
態
度
な
ど
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
重
視
し
、
各
教
科
等
の
目
標
と
内
容
等
を
示
し
て
い
る
。

（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
１
２
６
条
第
２
項

第
１
２
７
条
２
項
、
第
１
２
８
条
第
２
項
）

知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
た
め
の
各
教
科
等
の
構
成
に
つ
い
て

各
教
科

道 徳 科

外 国 語 活 動

総 合 的 な 学 習 の

時 間
特 別 活 動

国 語
社 会 ＊

算 数
理 科 ＊

生 活 ＊

音 楽
図 画 工 作

家 庭 ＊

体 育

＊
社
会
3
-6
年

理
科
3
-6
年

生
活
１
･２
年

家
庭
５
･６
年

各
教
科

道 徳 科

総 合 的 な 学 習

の 時 間

特 別 活 動
国 語

社 会
数 学
理 科
音 楽

美 術
保 健 体 育

技 術 ・ 家 庭

外 国 語

＊
外
国
語

必
要
が
あ
る
場
合
は
加
え
る
こ
と
が
で
き
る

＊
外
国
語
、
情
報
は
必
要
に
応

じ
て
設
け
る
こ
と
が
で
き
る

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科

総 合 的 な 学 習 の

時 間
特 別 活 動

国 語
地 理 歴 史

公 民
数 学
理 科
保 健 体 育

芸 術
外 国 語

家 庭
情 報

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科

農 業
工 業
商 業
水 産
家 庭
看 護
情 報
福 祉
理 数
体 育
音 楽
美 術
英 語

学
校
設
定
教
科

学
校
設
定
科
目
及
び
学
校
設
定
教
科

小
学
校
の
教
育
課
程

中
学
校
の
教
育
課
程

高
等
学
校
の
教
育
課
程

【
参
考
】
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知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
学
習
上
の
特
性
等

知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
学
習
上
の
特
性
と
し
て
は
，
学
習
に
よ
っ
て
得
た
知
識
や
技
能
が
断
片
的
に
な
り
や
す
く
，

実
際
の
生
活
の
場
で
応
用
さ
れ
に
く
い
こ
と
や
，
成
功
経
験
が
少
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
，
主
体
的
に
活
動
に
取
り
組
む
意

欲
が
十
分
に
育
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
，
実
際
的
な
生
活
経
験
が
不
足
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら
，

実
際
的
・
具
体
的
な
内
容
の
指
導
が
必
要
で
あ
り
，
抽
象
的
な
内
容
の
指
導
よ
り
も
効
果
的
で
あ
る
。
特
に
，
知
的
障
害
が

極
め
て
重
度
で
あ
る
場
合
は
，
視
覚
障
害
や
聴
覚
障
害
，
肢
体
不
自
由
な
ど
，
他
の
障
害
を
併
せ
有
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
，

よ
り
一
層
の
き
め
細
か
な
配
慮
が
必
要
と
な
る
。

さ
ら
に
，
教
材
・
教
具
や
補
助
用
具
を
含
め
た
学
習
環
境
の
効
果
的
な
設
定
を
は
じ
め
と
し
て
，
児
童
生
徒
へ
の
か
か
わ

り
方
の
一
貫
性
や
継
続
性
の
確
保
，
在
籍
す
る
児
童
生
徒
に
関
す
る
周
囲
の
理
解
な
ど
の
環
境
条
件
も
整
え
，
知
的
障
害
の

あ
る
児
童
生
徒
の
学
習
活
動
へ
の
主
体
的
な
参
加
や
経
験
の
拡
大
を
促
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
性
を
踏
ま
え
，
次
の
よ
う
な
教
育
的
対
応
を
基
本
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

①
児
童
生
徒
の
実
態
等
に
即
し
た
指
導
内
容
を
選
択
・
組
織
す
る
。

②
児
童
生
徒
が
，
自
ら
見
通
し
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
，
日
課
や
学
習
環
境
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
し
，
規
則
的
で

ま
と
ま
り
の
あ
る
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
す
る
。

③
望
ま
し
い
社
会
参
加
を
目
指
し
，
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
必
要
な
技
能
や
習
慣
が
身
に
付
く
よ
う
指
導
す
る
。

④
職
業
教
育
を
重
視
し
，
将
来
の
職
業
生
活
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
や
技
能
及
び
態
度
が
育
つ
よ
う
指
導
す
る
。

⑤
生
活
に
結
び
付
い
た
具
体
的
な
活
動
を
学
習
活
動
の
中
心
に
据
え
，
実
際
的
な
状
況
下
で
指
導
す
る
。

⑥
生
活
の
課
題
に
沿
っ
た
多
様
な
生
活
経
験
を
通
し
て
，
日
々
の
生
活
の
質
が
高
ま
る
よ
う
指
導
す
る
。

⑦
児
童
生
徒
の
興
味
・
関
心
や
得
意
な
面
を
考
慮
し
，
教
材
・
教
具
等
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
，
目
的
が
達
成
し
や
す
い

よ
う
に
，
段
階
的
な
指
導
を
行
う
な
ど
し
て
，
児
童
生
徒
の
学
習
活
動
へ
の
意
欲
が
育
つ
よ
う
指
導
す
る
。

⑧
で
き
る
限
り
児
童
生
徒
の
成
功
経
験
を
豊
富
に
す
る
と
と
も
に
，
自
発
的
・
自
主
的
な
活
動
を
大
切
に
し
，
主
体
的
活

動
を
促
す
よ
う
指
導
す
る
。

⑨
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
集
団
に
お
い
て
役
割
が
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
，
そ
の
活
動
を
遂
行
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

⑩
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
発
達
の
不
均
衡
な
面
や
情
緒
の
不
安
定
さ
な
ど
の
課
題
に
応
じ
て
指
導
を
徹
底
す
る
。
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知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
た
め
の
各
教
科
の
段
階
に
よ
る
各
部
の
内
容
構
成
に
つ
い
て

［
教
育
課
程
の
編
成
］

高 等 部

■
各
教
科

■
道
徳

■
総
合
的
な
学
習
の
時
間

■
特
別
活
動

■
自
立
活
動

中 学 部

■
各
教
科

■
特
別
の
教
科
で
あ
る
道
徳

■
総
合
的
な
学
習
の
時
間

■
特
別
活
動

■
自
立
活
動

小 学 部

■
各
教
科

■
特
別
の
教
科
で
あ
る
道
徳

■
特
別
活
動

■
自
立
活
動

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
音

楽
、
美
術
、
保
健
体
育
、
職
業
、

家
庭
、
※
外
国
語
、
※
情
報
、

家
政
、
農
業
、
工
業
、
流
通
・

サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
、
こ
れ
ら
以
外

の
教
科

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

音
楽
、
美
術
、
保
健
体
育
、
職

業
・
家
庭
、
※
外
国
語

生
活
、
国
語
、
算
数
、
音
楽
、

図
画
工
作
、
体
育

［
教
科
の
段
階
］
（
小
学
部
３
段
階
、
中
学
部
１
段
階
、
高
等
部
２
段
階
）

※
：
必
要
に
応
じ
て
、
外
国
語
（
中
学
部
）
、

外
国
語
及
び
情
報
（
高
等
部
）
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
る

［
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
は
１
段
階
の
み
］

【
1
段
階
】

中
学
部
の
内
容
や
そ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
，
主
と
し
て
卒
業
後
の
家
庭

生
活
，
社
会
生
活
及
び
職
業
生
活
な
ど
を
考
慮
し
た
，
基
礎
的
な
内
容

【
2
段
階
】

高
等
部
１
段
階
を
踏
ま
え
，
比
較
的
障
害
の
程
度
が
軽
度
で
あ
る
生
徒
を
対

象
と
し
て
，
発
展
的
な
学
習
内
容

小
学
部
３
段
階
の
内
容
の
程
度
を
踏
ま
え
，
生
活
年
齢
に
応
じ
な
が
ら
，
主

と
し
て
経
験
の
積
み
重
ね
を
重
視
す
る
と
と
も
に
，
他
人
と
の
意
思
疎
通
や

日
常
生
活
へ
の
適
応
に
困
難
が
大
き
い
生
徒
に
も
配
慮
し
つ
つ
，
生
徒
の
社

会
生
活
や
将
来
の
職
業
生
活
の
基
礎
を
育
て
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
内
容

【
2
段
階
】

障
害
の
程
度
が
１
段
階
ほ
ど
で
は
な
い
が
，
他
人
と
の
意
思
の
疎
通
に
困
難

が
あ
り
，
日
常
生
活
を
営
む
の
に
頻
繁
に
援
助
を
必
要
と
す
る
者
を
対
象
と

し
た
内
容

【
3
段
階
】

障
害
の
程
度
が
比
較
的
軽
く
，
他
人
と
の
意
思
疎
通
や
日
常
生
活
を
営
む
際

に
困
難
さ
が
見
ら
れ
る
が
，
前
段
階
の
程
度
ま
で
は
達
せ
ず
，
適
宜
援
助
を

必
要
と
す
る
者
を
対
象
と
し
た
内
容

【
1
段
階
】

主
と
し
て
，
障
害
の
程
度
が
比
較
的
重
く
，
他
人
と
の
意
思
の
疎
通
に
困
難

が
あ
り
，
日
常
生
活
を
営
む
の
に
ほ
ぼ
常
時
援
助
が
必
要
と
す
る
者
を
対
象

と
し
た
内
容

3
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特
別
支
援
学
校
（
知
的
障
害
）
の
教
育
課
程
の
構
造
に
つ
い
て

［
教
育
課
程
の
基
本
的
内
容
］

国 語

算 数

生 活

音 楽

図 画 工 作

体 育

各 教 科

特 別 の 教 科 道 徳

特 別 活 動

自 立 活 動

特
別
支
援
学
校
（
知
的
障
害
）
小
学
部
の
教
育
課
程

特
別
支
援
学
校
（
知
的
障
害
）
小
学
部
の
教
育
課
程

［
指
導
の
形
態
］

国 語

算 数

生 活

音 楽

図 画 工 作

体 育

教
科
別
の
指
導

領
域
別
の
指
導

特 別 の 教 科 道 徳

特 別 活 動

自 立 活 動

日 常 生 活 の 指 導

遊 び の 指 導

生 活 単 元 学 習

各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導

教
科
別
、
領
域
別
の
指
導

特
別
支
援
学
校
（
視
覚
障
害
、
聴
覚

障
害
、
肢
体
不
自
由
、
病
弱
）
に
お

い
て
、
知
的
障
害
を
併
せ
有
す
る
児

童
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
場
合

を
含
む

4

作 業 学 習
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各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
に
つ
い
て
①

□
各
教
科
等
を
合
わ
せ
て
指
導
を
行
う
場
合
と
は
（
特
別
支
援
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
総
則
編
等
）

各
教
科
等
を
合
わ
せ
て
指
導
を
行
う
場
合
と
は
、
各
教
科
、
道
徳
、
特
別
活
動
及
び
自
立
活
動
の
一
部
又
は
全
部
を
合
わ

せ
て
指
導
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
知
的
障
害
者
で
あ
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
は
、
こ

の
各
教
科
等
を
合
わ
せ
て
指
導
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
前
、
日
常
生
活
の
指
導
、
遊
び
の
指
導
、
生

活
単
元
学
習
、
作
業
学
習
な
ど
と
し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
。

日
常
生
活
の
指
導

日
常
生
活
の
指
導
は
、
児
童
生
徒
の
日
常
生
活
が
充

実
し
、
高
ま
る
よ
う
に
日
常
生
活
の
諸
活
動
を
適
切
に

指
導
す
る
も
の
で
あ
る
。

遊
び
の
指
導

生
活
単
元
学
習

作
業

学
習

遊
び
の
指
導
は
、
遊
び
を
学
習
活
動
の
中
心
に
据
え
て

取
り
組
み
、
身
体
活
動
を
活
発
に
し
、
仲
間
と
の
か
か
わ

り
を
促
し
、
意
欲
的
な
活
動
を
は
ぐ
く
み
、
心
身
の
発
達

を
促
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

生
活
単
元
学
習
は
、
児
童
生
徒
が
生
活
上
の
目
標
を
達

成
し
た
り
、
課
題
を
解
決
し
た
り
す
る
た
め
に
、
一
連
の

活
動
を
組
織
的
に
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
立
的
な

生
活
に
必
要
な
事
柄
を
実
際
的
・
総
合
的
に
学
習
す
る
も

の
で
あ
る
。

作
業
学
習
は
、
作
業
活
動
を
学
習
活
動
の
中
心
に
し

な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
働
く
意
欲
を
培
い
、
将
来
の
職

業
生
活
や
社
会
自
立
に
必
要
な
事
柄
を
総
合
的
に
学
習

す
る
も
の
で
あ
る
。

各
教
科
と
の
関
連
に
つ
い
て

指
導
の
形
態
に
つ
い
て

生
活
科
の
内
容
だ
け
で
な
く
、

広
範
囲
に
、
各
教
科
等
の
内
容

が
取
り
扱
わ
れ
る
。

生
活
科
の
内
容
を
は
じ
め
、

各
教
科
等
に
か
か
わ
る
広
範
囲

の
内
容
が
扱
わ
れ
る
。

広
範
囲
に
各
教
科
等
の
内
容

が
扱
わ
れ
る
。

職
業
・
家
庭
科
の
内
容
だ
け

で
な
く
、
広
範
囲
に
各
教
科
等

の
内
容
が
扱
わ
れ
る
。

（
略
）
各
教
科
、
道
徳
、
特
別
活
動
及
び
自
立
活
動
の
全
部
又
は
一
部
を
合
わ
せ
て
指
導
を
行
う
場
合
に
は
、
各
教
科
、
道
徳
、
特
別

活
動
及
び
自
立
活
動
に
示
す
内
容
を
基
に
、
児
童
又
は
生
徒
の
知
的
障
害
の
状
態
や
経
験
等
に
応
じ
て
、
具
体
的
に
指
導
内
容
を
設
定

す
る
も
の
と
す
る
。

【
前
回
の
改
定
で
新
た
に
明
記
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
】

（
＊
な
お
、
高
等
部
も
同
様
で
あ
る
）

□
特
別
支
援
学
校
学
習
指
導
要
総
則
（
小
・
中
学
部
）
内
容
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
共
通
事
項

5
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学
習
評
価
に
つ
い
て

小
学
校
，
中
学
校
，
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
等
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
習
評
価
及
び
指
導
要
録
の
改
善
等
に
つ
い
て

（
通
知
）
（
平
成
2
2
年
5
月
1
日
）
（
抜
粋
）

小
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
小
学
部
の
指
導
要
録
に
記
載
す
る
事
項
等

Ⅱ
指
導
に
関
す
る
記
録

１
各
教
科
の
学
習
の
記
録

特
別
支
援
学
校
（
知
的
障
害
）
小
学
部
に
お
け
る
各
教
科
の
学
習
の
記
録
に
つ
い
て
は
，
特
別
支
援
学
校
小
学
部
・
中
学
部
学
習
指
導
要
領
に
示
す
小

学
部
の
各
教
科
の
目
標
，
内
容
に
照
ら
し
，
具
体
的
に
定
め
た
指
導
内
容
，
実
現
状
況
等
を
文
章
で
記
述
す
る
。

各
教
科
・
特
別
活
動
・
自
立
活
動
の
記
録

1
2

3
4

5
6

生 活 国 語 算 数 音 楽 図 画 工 作 体 育 特 別 活 動 自 立 活 動学
年

教
科
等

様
式
２
（
指
導
に
関
す
る
記
録
）

目
標
に
準
拠
し
た
評
価
を
行
う
が
、
観
点

ご
と
に
評
価
す
る
こ
と
と
せ
ず
、
学
習
評

価
に
お
け
る
観
点
を
示
し
て
い
な
い

6
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各
教
科
の
目
標
と
内
容
：
社
会
科
（
中
学
部
、
高
等
部
）
＋
生
活
科
（
小
学
部
）
の
一
部

目
標

［
高
等
部
］
社
会
の
様
子
，
働
き
や
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
一
層
深
め
，
社
会
生
活
に
必
要
な
能
力
と
態
度
を
育
て
る
。

［
中
学
部
］
社
会
の
様
子
，
働
き
や
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
，
社
会
生
活
に
必
要
な
基
礎
的
な
能
力
と
態
度
を
育
て
る
。

［
小
学
部
］
日
常
生
活
の
基
本
的
な
習
慣
を
身
に
付
け
，
集
団
生
活
へ
の
参
加
に
必
要
な
態
度
や
技
能
を
養
う
と
と
も
に
，
自
分
と
身
近
な
社
会
や
自

然
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
，
自
立
的
な
生
活
を
す
る
た
め
の
基
礎
的
能
力
と
態
度
を
育
て
る
。

内
容

「
集
団
生
活
と
役
割
・
責

任
」

「
き
ま
り
」

「
公
共
施
設
」

「
社
会
的
事
象
」

「
我
が
国
の
地
理
・
歴
史
」

「
外
国
の
様
子
」

高
等
部

２
段
階

(1
)個
人
と
社
会
の
関
係
が

分
か
り
，
社
会
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
も
つ
。

(2
)社
会
の
慣
習
，
生
活
に
関

係
の
深
い
法
や
制
度
を
知
り
，

必
要
に
応
じ
て
生
活
に
生
か
す
。(3
)公
共
施
設
や
公
共
物
な
ど

の
働
き
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
，
そ
れ
ら
を
適
切
に
利
用
す

る
。

(4
)政
治
，
経
済
，
文
化
な
ど
の

社
会
的
事
象
や
情
報
メ
デ
ィ
ア

な
ど
に
興
味
や
関
心
を
深
め
，

生
産
，
消
費
な
ど
の
経
済
活
動

に
関
す
る
事
柄
を
理
解
す
る
。

(5
)地
図
や
各
種
の
資
料
な
ど

を
活
用
し
，
我
が
国
の
い
ろ
い

ろ
な
地
域
の
自
然
や
生
活
の
様

子
，
社
会
の
変
化
や
伝
統
を
知

る
。

(6
)各
種
の
資
料
を
活
用
し
，

外
国
の
自
然
や
人
々
の
生
活
の

様
子
，
世
界
の
出
来
事
に
つ
い

て
知
る
。

高
等
部

１
段
階

(1
)相
手
や
自
分
の
立
場
を

理
解
し
，
互
い
に
協
力
し
て

役
割
や
責
任
を
果
た
す
。

(2
)社
会
や
国
に
は
い
ろ
い
ろ

な
き
ま
り
が
あ
る
こ
と
を
知
り
，

そ
れ
ら
を
適
切
に
守
る
。

(3
)生
活
に
関
係
の
深
い
公
共

施
設
や
公
共
物
な
ど
の
働
き
を

理
解
し
，
そ
れ
ら
を
適
切
に
利

用
す
る
。

(4
)政
治
，
経
済
，
文
化
な
ど
の

社
会
的
事
象
や
情
報
メ
デ
ィ
ア

な
ど
に
興
味
や
関
心
を
も
ち
，

生
産
，
消
費
な
ど
の
経
済
活
動

に
関
す
る
基
本
的
な
事
柄
を
理

解
す
る
。

(5
)我
が
国
の
い
ろ
い
ろ
な
地

域
の
自
然
や
生
活
の
様
子
を
理

解
し
，
社
会
の
変
化
や
伝
統
に

関
心
を
も
つ
。

(6
)外
国
の
自
然
や
人
々
の
生

活
の
様
子
，
世
界
の
出
来
事
に

関
心
を
も
つ
。

中
学
部

(1
)集
団
生
活
の
中
で
の
役

割
を
理
解
し
，
自
分
の
意
見

を
述
べ
た
り
，
相
手
の
立
場

を
考
え
た
り
し
て
，
互
い
に

協
力
し
合
う
。

(2
)社
会
生
活
に
必
要
な
い
ろ

い
ろ
な
き
ま
り
が
あ
る
こ
と
を

知
り
，
そ
れ
ら
を
守
る
。

(3
)日
常
生
活
に
関
係
の
深
い

公
共
施
設
や
公
共
物
な
ど
の
働

き
が
分
か
り
，
そ
れ
ら
を
利
用

す
る
。

(4
)日
常
生
活
で
経
験
す
る
社
会

の
出
来
事
や
通
信
メ
デ
ィ
ア
な

ど
に
興
味
や
関
心
を
も
ち
，
生

産
，
消
費
な
ど
の
経
済
活
動
に

関
す
る
初
歩
的
な
事
柄
を
理
解

す
る
。

(5
)自
分
が
住
む
地
域
を
中
心

に
，
我
が
国
の
い
ろ
い
ろ
な
地

域
の
様
子
や
社
会
の
移
り
変
わ

り
に
関
心
を
も
つ
。

(6
)外
国
の
様
子
や
世
界
の
出

来
事
な
ど
に
興
味
や
関
心
を
も

つ
。

（
生
活
科
）
「
役
割
」

「
き
ま
り
」

「
公
共
施
設
」

小
学
部

３
段
階

(5
)進
ん
で
集
団
生
活
に
参

加
し
，
簡
単
な
役
割
を
果
た

す
。

(7
)日
常
生
活
に
必
要
な
簡
単

な
き
ま
り
や
マ
ナ
ー
が
分
か
り
，

そ
れ
ら
を
守
っ
て
行
動
す
る
。

(1
2
)身
近
な
公
共
施
設
や
公
共

物
な
ど
を
利
用
し
，
そ
の
働
き

を
知
る
。

小
学
部

２
段
階

(5
)集
団
活
動
に
参
加
し
，

簡
単
な
係
活
動
を
す
る
。

(7
)日
常
生
活
に
必
要
な
簡
単

な
き
ま
り
や
マ
ナ
ー
に
気
付
き
，

そ
れ
ら
を
守
っ
て
行
動
す
る
。

(1
2
)教
師
の
援
助
を
受
け
な
が

ら
身
近
な
公
共
施
設
や
公
共
物

な
ど
を
利
用
す
る
。

小
学
部

１
段
階

(5
)教
師
と
一
緒
に
集
団
活

動
に
参
加
す
る
。

(7
)教
師
と
一
緒
に
日
常
生
活

の
簡
単
な
き
ま
り
に
従
っ
て
行

動
す
る
。

(1
2
)身
近
な
公
共
施
設
や
公
共

物
な
ど
を
教
師
と
一
緒
に
利
用

す
る
。
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